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令和７年度（2025年度）においては、「2025年大阪・関西万博」・「子ども・子育て」・
「安全・安心・環境」・「健康・福祉」・「魅力・活力」 の５つを、市政運営の重要ポイントとし、
また、物価高騰の影響を受ける市民生活への支援を行いながら、後に掲載する重点取り組みを中心
に、各種の取り組みを展開します。

◆いよいよ開幕を迎える2025年大阪・関西万博では、世界の人びとの期待と注目が集まるなか、
本市の魅力や活力を多彩なステージをとおしてプロモーションするとともに、市民が万博で
国内外の未来を体感することにより、市民とともに、いのち輝くやおの未来社会を思い描き、
万博後の「八尾の成長と発展」につなげていきます。

◆近年多発する自然災害から、市民の生命及び財産を守り、被害を最小限に抑えるため、日頃の
備えも含めた防災・減災体制のさらなる充実に取り組むとともに、災害に強い安全・安心な
まちづくりを進めます。

１．令和７年度（2025年度）の市政運営の基本方針

１



◆物価高騰への対応については、国・大阪府の動きとも歩調を合わせつつ、市民に最も身近な
基礎自治体として、市民のニーズを踏まえた支援を行います。

◆多様化する市民ニーズに柔軟に対応するとともに、市民の利便性の更なる向上につなげる行政
サービスのデジタル化をはじめとした行政DXの推進や民間企業等との公民連携・公民協働による
効果的・効率的な事業展開を進めるなど、弛みのない行財政改革に着実に取り組み、「改革と
成長の好循環」を力強く進めます。

◆市民が必要とする行政サービスを適切かつ着実に提供するため、職員のコンプライアンス推進を
より一層図り、すべての職員がいきいきと働くことができる風通しの良い組織運営のもと、庁内
の連携強化を図りながら市民最優先の視点のもと市政運営を進めます。

１．令和７年度（2025年度）の市政運営の基本方針

２



◆令和７年（2025年）４月13日に開幕する大阪・関西万博へ、市民や企業の「参画」・「参加」
・「体験」を力強く後押しします。

◆世界中から、日本、そして関西・大阪に注目が集まるチャンスを逃すことなく、万博の波及効果
を本市の成長と発展につなげるため、八尾の魅力を国内外に積極的に発信するとともに、企業や
他自治体などとの連携による観光振興を進め、市民がわがまちやおへの愛着と誇りをより感じる
ことができるよう取り組みます。

◆世界の叡智を集めて開催される万博において、未来を担う子どもたちが、「YAO iPPO」や「万博
会場への子ども無料招待」などをとおして、最先端の技術や共創の取り組み、また、多様な文化
と価値観に触れる機会を提供することで、万博を契機に未来への新たな一歩を踏み出す行動を
応援します。

◆本市におけるあらゆる分野での取り組みについて、万博での出展や大阪ウィークへの参加なども
含めた万博に関わる様々な経験等を通じ、さらに磨きをかけ、万博後も力強く成⻑し続ける八尾
のまちをめざします。

（１）2025年大阪・関西万博

２．重点取り組み【５つの重要ポイント】

（１）2025年大阪・関西万博

３



5２．重点取り組み【５つの重要ポイント】

４

○万博開催を活かしたまちの活性化の推進
八尾の魅力ある地域資源を世界に発信し、八尾の成長と発展につながるよう、博覧会
協会等と連携し、万博への参画・参加の各種取り組みを実施します。
また、子どもたちが世界との交流や発表、そして、万博会場で未来社会を実際に体験
し、驚きや発見を通じて将来への夢が広がるよう、大阪府等と連携した取り組みなど
を進めます。
（やおプロモーション推進事業、オープンイノベーション推進事業、観光魅力創造事業、芸術文化振興事業、農業啓発事業、
健康づくり推進事業、環境総合計画推進事業、姉妹友好都市交流事業、万博会場への子ども無料招待事業）

大学との共同研究の成果である健康寿命推定モデルを実社会においても活用できる
よう、万博会場のうち、未来の暮らしが体験できる「フューチャーライフエクス
ペリエンス」での研究発表を通じ、市民の健康増進に役立つ健康寿命延伸応援ツール
の普及を図り、市民一人ひとりの健康づくりにつなげます。

○「健康寿命推定アプリ（特許出願中）」 の体験展示

（健康づくり推進事業）

（１）2025年大阪・関西万博



11２．重点取り組み【５つの重要ポイント】

○「ものづくりのまち八尾」のブランド確立に向けた
取り組みの推進
「OPEN FACTORY CITY YAO」をスローガンにした、自治体唯一となる大阪ヘルス
ケアパビリオンでの出展を通じて、ものづくりのまちとして歩んできた独自性、
面白さを国内外へ広く発信するとともに、パビリオンでの出展コンテンツを活用し、
ビジネス機会創出支援やブランディング支援を実践するなど、地域産業の成長に
つなげます。
（オープンイノベーション推進事業）

（１）2025年大阪・関西万博

５

本市の地域資源の魅力や芸術文化の取り組みを国内外に伝え、本市への誘客につなげ
るため、本市にゆかりがあり日本の伝統芸能である高安能や河内音頭をはじめとする
様々なコンテンツを万博会場で披露するとともに、万博ミニフェスとして市内各地で
まちかどライブクリエイション等を実施します。

○芸術文化に触れる機会の創出

（芸術文化振興事業）



5２．重点取り組み【５つの重要ポイント】

（１）2025年大阪・関西万博

６

○体験型観光コンテンツを活用したにぎわいの創出
万博の来場者の八尾市への誘客を図るため、体験型観光コンテンツを活用すると
ともに、やお観光創造アンバサダー等による若者目線からの新たな観光資源の創出を
進めます。
また、空港のあるまち八尾の活性化につながるよう、万博で披露される未来の乗り物
「空飛ぶクルマ」を身近に感じてもらう取り組みを市内で展開するとともに、八尾
商工会議所等と連携し、八尾空港の魅力発信の取り組みを進めます。
（観光魅力創造事業）



○小・中学校給食費の無償化を１年間延⻑
物価高騰による子育て世帯の経済的な負担の軽減を図るため、小・中学校の給食費の
無償化を１年間延長します。
（小学校給食管理運営業務、中学校給食管理運営業務）

7

（２）子ども・子育て

２．重点取り組み【５つの重要ポイント】

７

（公立認定こども園運営事業、こども誰でも通園制度事業）

○こども誰でも通園制度をスタート
すべての子どもの育ちを応援し、すべての子育て家庭の多様な働き方やライフ
スタイルにかかわらない形での支援を充実するため、就労要件を問わずに、月一定
時間までの利用可能枠の中で柔軟に利用できる新たな通園制度をスタートします。



7

（２）子ども・子育て

２．重点取り組み【５つの重要ポイント】

８

○困難な状況にある子どもや子育て家庭への支援の充実
ヤングケアラーや児童虐待等により困難な状況にある子どもや、家事・育児等に
不安や負担を抱えた子育て家庭への支援の充実を図るため、学校や家以外の子ども
の居場所づくりや、生活習慣の形成・学習のサポート・食事の提供等、子どもや
保護者への相談支援等を実施します。
また、児童虐待等を早期に予防する観点から、就学前の子どもと保護者が、親子
関係をうまく築けないといった悩みに対応するためにグループワークやロール
プレイなどの手法を使ったプログラムの提供を開始します。
（こども相談事業）

希望する児童が自分の意志で自由に遊び、学ぶことができる放課後等の安全な居場所
をつくるため、学校施設の一部を開放し、指導員が見守りや声掛けを行う「スクール
キッズ・スクエア」の取り組みを試行実施します。

○放課後の子どもの新たな居場所づくりの推進

（スクールキッズ・スクエア事業）



7

（２）子ども・子育て

２．重点取り組み【５つの重要ポイント】

９

（不登校児童生徒支援事業）

不登校児童生徒の個々の状況に応じた支援に向け、校内教育支援ルームやオンライン
を活用した学習、コミュニケーション活動の支援を行うとともに、フリースクール等
の民間施設や地域とも連携した対策を進めます。
また、関係機関と連携した非認知能力の育成に資する取り組みを進めることにより、
不登校の未然防止につなげます。

○不登校児童生徒への支援の充実

子どもの自己肯定感や自己有用感が高まることをめざし、新たに始まる学校生活に
不安を抱く新小学１年生の保護者を主な対象に、非認知能力の育成を意識した家庭
教育についての理解を促進します。

○非認知能力に着目した家庭教育への支援

（家庭教育学級事業）



12

（３）安全・安心・環境

２．重点取り組み【５つの重要ポイント】

10

○災害時に必要な防災情報を迅速に届ける環境づくりや
地域防災力の向上を図る体制づくりへの支援

（災害対策事業、地区防災推進事業）

（消防体制充実・強化対策事業、消防庁舎機能更新事業）

○救急隊増隊や市域南西部の消防署出張所の整備等
による市民の命を守る消防体制の強化
消防力の強化を図るため、デイタイム救急隊を１隊増隊し、増加する救急需要に
的確に対応するとともに、市域南西部における消防署出張所の整備やその他消防
関係庁舎の機能更新等に向けた取り組みを進め、市域全域を網羅するバランスの
取れた消防署所の配置と消防職員の増員を行い、体制の充実を図ります。

災害時に必要な情報を得ることが困難な市民へも迅速に防災情報を届けるため、
新たに情報伝達システムを導入し、情報伝達の多重化・多様化を図ります。
また、地域における防災力の向上を図るため、地域の特性や想定される災害を踏まえ
た、地域住民が主体となって取り組む地区防災計画の策定に向けた支援を行います。



12

（３）安全・安心・環境

２．重点取り組み【５つの重要ポイント】

11

○地域の課題解消と持続可能な地域のまちづくりへの支援

（地域まちづくり推進事業）

各校区まちづくり協議会が、活動の担い手不足や関わる人の固定化を解消し、持続
可能で元気な地域づくりを進められるよう、新・校区まちづくり交付金制度の運用
を開始し、若い世代をはじめ多様な人の参画と、地域力の向上につながる主体的な
取り組みの促進を図ります。

○脱炭素型まちづくり（ゼロカーボンシティやお）の推進

（ゼロカーボンシティやお推進事業、リサイクルセンター学習プラザの管理運営事業）

脱炭素社会の実現に向け、公共施設のZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）化
の取り組みとして、リサイクルセンター学習プラザ「めぐる」での最高ランクの
認証に向けた設計業務に取り組みます。
また、自家消費型の太陽光発電等の脱炭素化に資する設備投資に対する助成を行う
など、地域脱炭素の取り組みを市域全体へ広げます。



11

（４）健康・福祉

２．重点取り組み【５つの重要ポイント】

がん患者の就労や社会参加を支援し、療養生活の質の向上を図るため、がん治療に
伴うアピアランスケアとして、ウィッグや乳房補整具の購入にかかる費用の一部を
助成します。

○がんとの共生社会実現に向けた取り組みの推進

（健康増進事業（がん検診））

高齢者、障がい者、低所得者等の市民が民間賃貸住宅等へ円滑に入居し、また、入居
後も安心して生活ができるよう「居住支援協議会」を設置するとともに、引き続き、
誰一人取り残さない八尾市版重層的支援体制の充実に取り組みます。

○住宅確保要配慮者の円滑な入居及び入居後の支援の
一体的な実施

（重層的支援体制整備事業）

12



14

（５）魅力・活力

２．重点取り組み【５つの重要ポイント】

駅周辺の安全性・利便性の向上及びにぎわい空間の創出に向け、引き続き、河内
山本駅踏切から五月橋交差点までの区間において、安全・安心・快適な歩行空間の
確保などの道路整備を進めるとともに、交通結節点機能の充実を図るため、駅前
広場の整備に取り組みます。

○近鉄河内山本駅周辺の整備

（近鉄河内山本駅周辺整備事業）

八尾空港西側跡地が国により円滑に売却が進められるとともに、周辺エリアも含め
本市のまちづくり方針に沿った土地利用が図られるよう、国、大阪府、大阪市等の
関係機関と連携し、都市計画制度をはじめとする様々な手法を活用した取り組みを
進めます。

○八尾空港西側跡地の有効活用に向けた取り組みの推進

（国有地等有効活用検討事業）

13



14２．重点取り組み【５つの重要ポイント】

14

○空家等利活用及び適正管理のさらなる促進
空家等の解消による安全・安心なまちづくりや移住・定住の促進及び地域コミュニ
ティの活性化につなげるため、管理不良状態の空家等や旧耐震基準の住宅等に対する
除却費用の補助や中古住宅の取得に関する補助制度を拡充します。

（空家等利活用及び適正管理促進事業、耐震化促進事業（既存民間建築物））

（５）魅力・活力



17３．市政運営を支える着実な行財政改革の推進

15

さらなる改革と成長の好循環をめざし、令和５年度（2023年度）に策定した「新やお
改革プラン2.0実行計画」を改定し、現行取り組みの着実な推進を図りながら、新たな
取り組みへの着手等を進めます。

○さらなる行財政改革の推進

○様々な主体との協働による事業の推進
公民協働手法の活用や、他の自治体との広域連携、民間事業者との連携の取り組み等、
様々な主体との協働や外部資源を活用した取り組みの推進と見直しを行い、行財政
運営の最適化を図ります。

本格的な人口減少時代を迎える中、行政課題や市民ニーズは、ますます複雑化・多様化
することが予想されます。必要な施策の実現と持続可能な行財政運営の両立を図るため、
新たな財源とマンパワーを創出するべく、行財政改革に弛みなく取り組みます 。



17３．市政運営を支える着実な行財政改革の推進

○行政DXの推進
デジタル社会の実現による市民の利便性向上や業務の効率化をめざし、国が進める
システムの標準化への対応をはじめ、窓口DXやアナログ規制の点検・見直しなど、
積極的なデジタル化・ICTの利活用や必要な環境整備等を全庁的に推進するとともに、
引き続き、行政DXを支えるデジタル人材の育成に努めます。

○歳入確保の推進
国のふるさと納税制度の改正等にも対応しつつ、引き続き寄附金収入の確保に向けた
取り組みを進めるとともに、市有資産の売却・貸付の推進等、さらなる歳入確保に
向けた取り組みを積極的に進めます。

16



（１）一般会計 当初予算の概要

【一般会計】

歳入歳出予算の総額

４．令和７年度（2025年度）予算概要

当初予算額 １，２７９億 ２，０８０万 ８千円

対前年度比 ８９億 １，３９０万 ５千円増（7.5％増）

17

（２）一般会計 第１号補正予算の概要

（主な取り組み）

・物価高騰による子育て世帯の経済的負担軽減を図るための小・中学校
給食費無償化に伴う予算

・令和６年度（2024年度）に実施した定額減税補足給付金（調整給付）
に不足がある方に対する、不足額の給付に伴う予算

補正予算額 １７億 １，７８１万 ４千円



（３）特別会計及び企業会計の当初予算の概要

４．令和７年度（2025年度）予算概要

18



令和７年度（2025年度）の重点取り組み

＜参考資料＞令和７年度（2025年度）の重点取り組み
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■令和７年度（2025年度）の重点取り組み一覧

◇2025年大阪・関西万博

やおプロモーション推進事業
○ 八尾の魅力ある地域資源を世界に発信し、関係人口の増加などにより八尾の成長と発展につながるよう、博覧会協会等と連携し、大阪ウィークをはじめ、万博への

参画・参加の各種取り組みを実施するとともに、万博で得た体験や実績をもとに、万博後におけるプロモーションの基本方針を策定します。

健康づくり推進事業
○ 大学との共同研究の成果である健康寿命推定モデルを実社会においても活用できるよう、万博会場のうち、未来の暮らしが体験できる「フューチャーライフエクスペリ

エンス」での研究発表を通じ、市民の健康増進に役立つ健康寿命延伸応援ツールの普及を図ります。

オープンイノベーション推進事業
○ 「OPEN FACTORY CITY YAO」をスローガンにした、自治体唯一となる大阪ヘルスケアパビリオンでの出展を通じて、ものづくりのまちとして歩んできた独自性、面白さ

を国内外へ広く発信するとともに、パビリオンでの出展コンテンツを活用し、ビジネス機会創出支援やブランディング支援を実践します。

芸術文化振興事業
○ 本市の地域資源の魅力や芸術文化の取り組みを国内外に伝え、本市への誘客につなげるため、本市にゆかりがあり日本の伝統芸能である高安能や河内音頭をは

じめとする様々なコンテンツを万博会場で披露するとともに、万博ミニフェスとして市内各地でまちかどライブクリエイション等を実施します。

観光魅力創造事業
○ 万博の来場者の八尾市への誘客を図るため、体験型観光コンテンツを活用するとともに、やお観光創造アンバサダー等による若者目線からの新たな観光資源の創

出を進めます。また、空港のあるまち八尾の活性化につながるよう、万博で披露される未来の乗り物「空飛ぶクルマ」を身近に感じてもらう取り組みを市内で展開する
とともに、八尾商工会議所等と連携し、八尾空港の魅力発信の取り組みを進めます。

農業啓発事業
○ 八尾の魅力ある地域資源を活かした八尾への誘客を図るため、万博会場において、八尾えだまめなどの美味しい農産物の紹介・販売に向けた取り組みを進めま

す。

環境総合計画推進事業
○ 生態系や里山の保全などの自然環境保全への関心を高め、八尾への誘客を図るため、万博会場において、河内木綿の歴史や文様などの魅力を紹介する展示や体

験に向けた取り組みを進めます。

姉妹友好都市交流事業
○ 姉妹都市・友好都市との市民間の交流が万博を契機に、より活発なものとなるよう、万博会期中に交流を図ることにより、万博会場で世界に発信する本市の産業や

文化などの魅力を共有する取り組みを進めます。

万博会場への子ども無料招待事業 ○ 子どもたちが未来社会を体験できるよう、大阪府が実施する万博子ども招待事業と連携し、本市独自の支援策を含めて、万博会場へ招待する取り組みを進めます。

事務事業名 事業概要
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■令和７年度（2025年度）の重点取り組み一覧

◇子ども・子育て

小学校給食管理運営業務 ○ 物価高騰による子育て世帯の経済的な負担の軽減を図るため、小学校給食費の無償化を１年間延長します。

中学校給食管理運営業務 ○ 物価高騰による子育て世帯の経済的な負担の軽減を図るため、中学校給食費の無償化を１年間延長します。

公立認定こども園運営事業
○ 就労要件を問わずに、月一定時間までの利用可能枠の中で柔軟に利用できる新たな通園制度である「こども誰でも通園制度（乳児等通園支援事業）」を公立認定こ

ども園において実施します。

こども誰でも通園制度事業
○ 就労要件を問わずに、月一定時間までの利用可能枠の中で柔軟に利用できる新たな通園制度である「こども誰でも通園制度（乳児等通園支援事業）」を私立認定こ

ども園等において実施します。

スクールキッズ・スクエア事業
○ 希望する児童が自分の意志で自由に遊び、学ぶことができる放課後等の安全な居場所をつくるため、学校施設の一部を開放し、指導員が見守りや声掛けを行う「ス

クールキッズ・スクエア」の取り組みを試行実施します。

こども相談事業
○ 困難な状況にある子どもや、家事・育児等に不安や負担を抱えた子育て家庭への支援の充実を図るため、すでに実施している訪問支援に加え、学校や家以外の子

どもの居場所づくりや、親子関係の構築に向けたグループワークやロールプレイ等の支援を実施し、家庭支援事業の充実に取り組みます。

不登校児童生徒支援事業
○ 不登校児童生徒の興味、関心を引き出し、未来に向かって歩み出す一歩につなげるため、校内教育支援ルームやオンラインを活用した学習、コミュニケーション活動

の支援を行うとともに、フリースクール等の民間施設や地域とも連携した対策を進め、どこにもつながっていない児童生徒の減少に努めます。

家庭教育学級事業
○ 子どもの自己肯定感や自己有用感が高まることをめざし、新たに始まる学校生活に不安を抱く新小学１年生の保護者を主な対象に、非認知能力の育成を意識した

家庭教育についての理解を促進します。

事務事業名 事業概要
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■令和７年度（2025年度）の重点取り組み一覧

◇安全・安心・環境

災害対策事業 ○ 災害時に必要な情報を得ることが困難な市民へも迅速に防災情報を届けるため、新たに情報伝達システムを導入し、情報伝達の多重化・多様化を図ります。

地区防災推進事業 ○ 地域における防災力の向上を図るため、地域の特性や想定される災害を踏まえた地区防災計画について、全校区での計画策定をめざし、取り組みを進めます。

消防体制充実・強化対策事業 ○ 増加する救急需要に的確に対応するため、救急隊１隊（デイタイム救急隊）の増隊に取り組み、救急体制の強化を図ります。

消防庁舎機能更新事業 ○ 市域南西部における消防署出張所の整備やその他消防関係庁舎の機能更新等に向けた取り組みを計画的に進めます。

地域まちづくり推進事業
○ 各校区まちづくり協議会が、活動の担い手不足や関わる人の固定化を解消し、持続可能で元気な地域づくりを進められるよう、新・校区まちづくり交付金制度の運用

を開始し、若い世代をはじめ多様な人の参画と、地域力の向上につながる主体的な取り組みの促進を図ります。

ゼロカーボンシティやお推進事業
○ 市民・事業者・行政のさらなる脱炭素化に向け、自家消費型の太陽光発電等の脱炭素化に資する設備投資に対する助成を行うとともに、公共施設のZEB（ネット・ゼ

ロ・エネルギー・ビル）化に取り組みます。

リサイクルセンター学習プラザの管理運営事業
○ 公共施設のZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）化の取り組みとして、リサイクルセンター学習プラザ「めぐる」での最高ランクの認証に向けた設計業務に取り組みま

す。

◇健康・福祉

健康増進事業（がん検診）
○ がんとの共生社会実現に向け、がん患者の就労や社会参加を支援し、療養生活の質の向上を図るため、がん治療に伴うアピアランスケアとして、ウィッグや乳房補

整具の購入にかかる費用の一部を助成します。

重層的支援体制整備事業
○ 高齢者、障がい者、低所得者等の住宅確保要配慮者が、民間賃貸住宅等へ円滑に入居し、また、入居後も安心して生活ができるよう「居住支援協議会」を設置する

とともに、引き続き、誰一人取り残さない八尾市版重層的支援体制の充実に取り組みます。

事務事業名 事業概要
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■令和７年度（2025年度）の重点取り組み一覧

◇魅力・活力

近鉄河内山本駅周辺整備事業
○ 大阪府と連携し、河内山本駅踏切から五月橋交差点までの区間において、安全・安心・快適な歩行空間の確保などの道路整備を進めるとともに、交通結節点機能

の充実を図るため、駅前広場の整備に取り組みます。

国有地等有効活用検討事業 ○ 八尾空港西側跡地を含む国有地等について、国、大阪府、大阪市等の関係機関と連携し、都市計画制度をはじめとする様々な手法を活用した取り組みを進めます。

空家等利活用及び適正管理促進事業
○ 若者や新婚子育て世帯等の移住・定住の促進、増加する空家等の適切な管理や管理不良状態の空家等の解消に向けて、中古住宅の取得や空家等の除却に係る

補助制度を拡充します。

耐震化促進事業（既存民間建築物） ○ 住環境の質の向上と土地活用を促進し、安全・安心なまちづくりを図るため、旧耐震基準の住宅等に対する除却費用の補助制度を拡充します。

事務事業名 事業概要
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